
まちの総合案内所・カフェとして人々を出迎える文化財
・ 福岡県内でも数少ない武家屋敷として、往時の武家・医家の生活を体感できる空間
・ 大川市のことや小保・榎津のことについて情報発信する案内所
・ 地域内外から人が集まる、くつろぎのスペース

小保・榎津地区歴史的建造物
活用エリア基本計画

小保・榎津地区歴史的建造物
活用エリア基本計画

小保・榎津地区歴史的建造物
活用エリア基本計画

自分たちの住むまちとどう向き合っていくか

発行／大川市（都市計画課） https://www.city.okawa.lg.jp/s048/HanzakaiAreaPlan.html　パース：＠2024ズトチデザイン

本市の小保・榎津地区は、旧柳河藩と旧久留米藩の藩境であったまちであり、そのまちなみは、国指定重要文化財「旧吉原家
住宅」を始めとした多くの歴史的建造物等を有し、地域住民主体で組織された特定非営利活動法人「小保・榎津藩境のまち
保存会」によって、その歴史的風致を維持する取り組みが行われてきました。
国の総人口が継続的に減少する人口減少社会に突入した今日、小保・榎津地区においても、地域労働力の低下、伝統文化の
後継者不足、空き家の増加など、多くの課題が顕在化し、コロナ禍を経て、どのように地域を残し次世代へ引き継いでいく
のか、選択を迫られています。

・地域に残る歴史的なまちなみをどのように守っていくか？

・地域の生業をどのように次世代に継いでいくか？

・地域のアイデンティティをどのように活かしていくか？

今後は地域まちづくり会社が事業主体となって、順次候
補物件を整備する計画としています。
また、地域内にある県指定文化財「旧緒方家住宅」につい
て、観光まちづくり拠点施設として改修整備する事業
を、大川市主体で進めています。

CASE 01

◯地域内の空き家を活用した、分散型の宿泊施設の客室として整備
◯大川の職人により制作された家具や建具で設えた、大川の匠の技
が体感できる泊まれるショールーム

【 Ｎ邸 】 大川木工に浸る滞在

CASE 02

◯ 1階は大川で木工産業に関わる企業や作家が、展示会・イベン
トを開催できる空間として整備
◯イベントが開催されていないときには、泊まれるショールーム
として宿泊できるように整備する

【 E邸 】 大川木工の技術に触れる空間

旧緒方家住宅

CASE 03

◯1階の前面は職人が作業を行うクラフト工房兼、一般観光客が
体験ができるスペースとして開放
◯1階奥側と2階は、クラフトインもしくはゲストハウスとして利
用できるよう、居住空間を整備

【 S邸 】 職人から学ぶクラフト工房

CASE 04

◯道路に面する部分は、テイクアウトカフェなどの店舗として
活用、地元の人の情報交換の場としても利用してもらう
◯建物裏側の1階、建物2階は、地域内の空き家を活用した分散型
の宿泊施設として整備

【 U邸 】地元住民の集まる場と
地域住民に触れる滞在

地域住民の想いを基に、地域資源の活用と工夫で、地域を次世代へどう継承できるか、考えていきましょう。

活用候補物件と拠点整備計画

つくるを継ぐ
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下記のような地域の課題への対策として、地域の魅力に光を当て、それらを地域外に発信することで、地域と地域外とを繋ぐ
「観光」の取り組みと、地域住民とビジョンを共有し、地域一体となって課題解決を図る「まちづくり」の取り組み、これら2つの
特性を併せ持った「観光まちづくり」の取り組みが、地域活性化・地方創生に繋がるものとして、近年注目を浴びています。

観光まちづくりの取り組み 小保・榎津地区における観光まちづくり

小保・榎津地区が今後どのような地域を目指すのか、
地域住民を対象としたワークショップを開催し、集め
た意見をもとに右記のビジョンを掲げます。
地域一体となって観光まちづくりを推進するため、
地域で観光まちづくりビジョンを共有し、ビジョンを軸
に今後観光まちづくりの取り組みを推進していきます。

観光まちづくりビジョン

小保・榎津地区の観光まちづくりにおける課題・強み・可能性

◯小保・複津地区で木工業を営む工場数は減少しつつも、現在でも地区内で活躍する職人が残っている。また大川の基
幹産業として今なお木工業は残っているため、現在まちなみで暮らす職人との協力や、若手職人の養成・移住の促進
などによって、繁栄していたころのまちなみを復元できる可能性が残っている。
◯現在空き家になっている建物でも歴史的な価値のある建物が多いので、改修し利活用を促進することで、まちなみ
を地域資源として活用していくことができる。
◯中世から続くまちなみを基に、まちのあり方を考え、議論し続けられる地域の基盤がある。

◯中世を起源とし、藩境の
まちとして残ってきた歴史

◯中世から守られてきた
街路・水路・地割が織り
なすまちなみ

◯まちなみの中に古くか
ら残る多くの歴史的な
建造物

◯大川市の基幹産業とし
て続いている木工業

◯地域のまちなみを守り
たいと集まる人

可能性

OKAWA CITY KOBO / ENOKIZU OKAWA CITY KOBO / ENOKIZU

人口減少

都市部への偏り・地域格差の拡大

地域文化の衰退・伝統文化の後継者不足

高齢化社会・若者不足

地域経済の衰退・地域企業の減少

空き家、空き地の増加・まちの空洞化

船大工の歴史から始まる大川木工発祥の地 小保・榎津

中世の面影が残るまちなみや木工技術は、二つの異なる

藩の歴史を経てもなお、この地域に息づいています。

先人たちが積み重ねてきたまちの歴史や受け継がれる

まちへの想いを、それらに共感し外から集まる人々と

地域住民が共に協力し賑わいを創出し、次世代に継承

していきます。

地域のポテンシャル その土地の自然 その土地の歴史 建物やまちなみ・古民家 地域の場

自然のいきもの 地域の食文化 地域の日常・暮らし 地域の生業 地域の文化・伝統

地域の自然や歴史文化など地域内での「当たり
前」は、地域外からみて価値のある可能性が秘め
られており、それらを魅力あるものへと磨き上げ、
活用する視点が重要です。また、その取り組みを
持続可能なものとするため、事業性を考慮する
ことも重要となります。

「地域資源の活用」の取り組み

観光まちづくりのポイント②

地域の魅力を高めるためには、地域が一体となって取り組むことが重要であり、そのためには、地域で暮らす住民が主役
となり、地域住民を主体とした体制づくりが欠かせません。また、その取り組みを持続可能なものとするため、キーパーソ
ンとなる地域プレイヤーを発掘・育成することが重要になります。

より魅力的なまち、より住みやすいまちへ

地域住民で
地域課題を共有

地域住民でまちづくり
ビジョンを共有

地域住民主体の
体制を構築

官民連携して
取り組みを推進

地域一体となった取り組み

観光まちづくりのポイント①

発信力の大きい「面的な展開」や
「分散型滞在」の取り組み
洗い出し、磨き上げた地域資源を、多様な取り
組みとして地域内に面的に展開し、魅力のある
「地域」として発信することが重要です。取り組
みの広がりが、人材の流入等を促し、更なる地域
の活性化に繋がります。

観光まちづくりのポイント③

施設や単体の
取り組みとしての発信

多様な歴史文化や
取り組みを「地域」として発信

強 み

①地域内で共有すべき
観光まちづくり
ビジョンが未定

地域として観光まちづくり
を実施するに当たって、どの
ようなまちを目指すか共通
の目標を定められていない。
そのため、観光まちづくりの
ビジョンを作成・地域で共有
し、さらに地域プレイヤーと
協働で進める体制をつくる
必要がある。

木工発祥の地でありながら
も、木工業を営む店舗・工場
が減り、空き家が増加、木工
発祥の地としての面影が薄
れている。
残っている遊休資産、つまり
地域の資源である建物を活
用することを切り口に観光
まちづくりを実施する。

③観光地として取り組む
意識が高まっていない

これまで観光地としての取り組
みを行ってきていないために、
外からの観光客を意識した受け
入れ体制が整っていない。
観光まちづくり体制確立・拠点
整備の上、メディアやSNSなど
を活用して広く発信するなど、
小保・榎津エリアの観光地として
の意識を高めていく必要がある。

課 題

②価値ある地域資源を
活用できていない

つくるを継ぐ


